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研究実績の概要 
近年東京では地下鉄が発展し、地下通路を利用して地上の目的地または目的付近まで行くことが可能である。

しかし、地下道は地上に比べ単調な景色でつまらなく、地上で同じ目的地に向かうよりも先が長いと感じること

がある。地上では街路樹などの植栽が豊かであったり、ビルや店舗などの変化が見られる景観、また自然光や風

を感じられると、地下空間を歩行するよりもあっという間に時間が過ぎると感じる。それに比べ、地下空間でい

くら進んでも変化の見られない無機質な景観が続いたり、地下ならではの薄暗く冷たさを感じるような場合はま

だ着かないのかと時間の経過を遅く感じる。この時間の経過に対する差異に関して、どのような要因が影響する

のか疑問を感じる。 
また、同様に神保町周辺の調査では、美しい皇居などの景観が広がる反面、高速道路によって景観が破壊

されている。大都市の河川の上を這うように建設された高速道路。騒音とともに、景観を悪くしている。 

そんな中、韓国ソウル市にある清渓川復興事業を知った。ソウルは近代になって急激に変容しており、その

中でソウル中心に流れている清渓川は都市づくりの重要な要素である。清渓川再生による都市空間構成について、

視覚的、聴覚的に分析を行い、東京の景観との比較をし、今後の都市空間の景観のあり方について調査した。 
まず東京の調査は、地上と地下で場を構成する要因により感じるイメージをアンケートにより調査、また時間

の長さ（感覚時間）がどのように異なるか実験を行い研究を進めた。  
実験対象場所としては、地上・地下での直線、地下での曲角・階段において、対局する場所、以下１４箇所を

被験者に馴染みのある神保町駅近郊で選定し実験場所とした。歩く順序による結果の偏りをなくすために２つの

ルートを考え、半数の被験者ずつ実験ルートを変えて実験を行った。 
【地上４箇所】⑴皇居沿い⑵一ツ橋⑶東京パークタワー脇の通り⑷タリーズ前（すべて直線） 
【地下６箇所】⑸⑹神保町駅地下通路①（直線・曲り角）⑺⑻神保町駅地下通路②（直線・曲り角）⑼竹橋駅地

下通路①（直線）⑽竹橋駅地下通路②（直線） 
【地下階段４箇所】⑾⑿神保町駅A8出口（上り・下り）⒀⒁神保町駅A9出口（上り・下り） 

1 回の実験につき被験者 1 人を引率した。被験者には地上と地下の実験場所を、定められた経路に沿って歩行

してもらい、歩行時にはストップウォッチを持ち自身の感覚で 30 秒間計ってもらった。実際に計測した時間と

自身の感覚での時間（感覚時間）の差異と、実験場所に対するイメージアンケートなどを元に考察を行った。ま

た、温度・湿度・騒音・照度などの物理的要因についても計測し、その結果も考察に用いた。 

結果を元に、１４箇所の実験場所をクラスター分析によって４グループに分類した。 
【グループ１】皇居・東京パークタワー脇（ともに地上・直線）【グループ２】一ツ橋・タリーズ前（ともに地上・

直線）【グループ３】神保町駅②（地下直線・曲角）・A9 階段（地下階段・上下・曲角あり） 【グループ４】神

保町駅①（地下直線・曲角）・A8階段（地下階段・上下）・竹橋駅①（地下直線）・竹橋駅② （地下直線） 

 【グループ１】は地上の自然が多く静かで好ましい空間、【グループ２】は地上の自然が多いがうるさく好まし

くない空間、【グループ３】は地下の静かでもうるさくもなく自然を感じられる要素が少ないが好ましい空間、

【グループ４】は静かで自然を感じられる要素がなく好ましくない空間、と言える。感覚時間の評価が長い順に

並べると１→２→３→４となった。地下のグループ３・４よりも地上のグループ１・２の方が感覚時間が長く、

心理的には穏やかに時間の流れを感じていることが分かった。そして地上・地下ともに、親しみやすい・美しい・

雰囲気が良い等の「好ましい」因子を感じるほど、また全体を見ると、緑が多い・変化にとんだ等の「自然が多

い」因子も高いほど時間を長く感じている。しかし、落ち着きの無い・にぎやかな等の「うるさい」因子では、



地上においてはその因子が低いほど、地下においてはその因子が高いほど感覚時間が長くなるという結果が得ら

れた。このことから地上に比べ視覚的に得られる情報が少ない地下では、聴覚的に得られる情報も多いほど心理

的には心地良いと感じているということが分かった。 

 
 


